
業務名：大谷治山災害対策調査業務

番号 質      問 回      答

1
業務費内訳書（8頁）
山腹工設計、大谷2号地の設計説明書が2件計上されておりますが、1件のみ計上すると考えてよ
ろしいでしょうか。

御質問のとおり、業種の誤りであることから、業務内訳書を訂正します。訂正後の
業務内訳書は入札説明書等ダウンロードシステムを御参照下さい。

2
内訳書（2号内訳書）
傾斜地足場について、足場は1箇所とありますが、ボーリングの本数を考えると不足していると
考えられます。正確な足場の箇所数をご教示ください。

足場箇所について、2号内訳書を訂正します。訂正後の2号内訳書は入札説明書等ダ
ウンロードシステムを御参照下さい。

3
代価表（41号代価表）
トラック運搬について、名称・規格欄に往復回数2回と記載されておりますが、内訳書では往復
1回分のみ計上されているように思われます。運搬回数は1回と考えてよろしいでしょうか。

運搬回数の間違いであることから41号代価表を訂正します。訂正後の41号代価表は
入札説明書等ダウンロードシステムを御参照下さい。

4
業務別数量内訳書・業務費内訳書・代価表（47号代価表）
打合せの人工について、業務数量内訳書や業務費内訳書では中間2回と記載されていますが、47
号代価表では中間3回分計上されています。打合せ回数は3回と考えてよろしいでしょうか。

御質問のとおり47号代価表の間違いであることから、47号代価表を訂正します。訂
正後の47号代価表は入札説明書等ダウンロードシステムを御参照下さい。

5

代価表（49号代価表）
資料整理とりまとめの補正について、1.11の補正で計上されておりますが、ボーリング本数9本
の場合1.12の補正になると思われます。
積算上は1.11で積算すると考えてよろしいでしょうか。またその場合は契約後変更対象となるで
しょうか。ご教示ください。

御質問のとおり補正係数の間違いであることから、49号代価表を訂正します。訂正
後の49号代価表は入札説明書等ダウンロードシステムを御参照下さい。

6

代価表（62号代価表）、外業所要日数算定表
渓間工測量 縦断測量に含まれる外業人件費について、規模補正がかかっておりません。契約
後の変更対象となりますでしょうか。
また、代価表では渓流延長0.5km未満と記載されておりますが、外業所要日数算定表では0.5km
以上1.5km未満となっています。0.5未満の規模補正と考えてよろしいでしょうか。

62号代価表及び外業所要日数算定表を訂正します。訂正後の62号代価表及び外業所
要日数算定表は入札説明書等ダウンロードシステムを御参照下さい。

7

代価表（66号代価表）、代価表（67号代価表）、外業所要日数算定表
山腹工測量 踏査選点について、総面積が1.0ha以上2.0ha未満となっていますが、山腹平面測量
では0.5ha以上1.0ha未満となっています。また、外業所要日数算定表では1.0ha以上2.0ha未満、
崩壊箇所3～4箇所となっています。正しい条件についてご教示ください。

御質問のとおり条件に間違いがあることから、66号代価表及び外業所要日数算定表
を訂正します。訂正後の66号代価表及び外業所要日数算定表は入札説明書等ダウン
ロードシステムを御参照下さい。
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8

業務費内訳書・外業所要日数算定表・代価表（67-68号代価表）
大谷2号地の山腹縦断・横断測量について、内訳書や外業所要日数算定表では難易度：難と記載
がありますが、代価表（67-68）では難易度：中の人工で計上されています。正しい条件につい
てご教示ください。

御質問のとおり条件に間違いがあることから、業務費内訳書及び外業所要日数算定
表を訂正します。訂正後の業務費内訳書及び外業所要日数算定表は入札説明書等ダ
ウンロードシステムを御参照下さい。

9
積算条件
労務単価や物価資料について、大阪府単価を使用していると考えてよろしいでしょうか。ご教
示ください。

労務単価は石川県、物価資料は大阪府を使用しています。

10
積算条件
基準日額に含まれる人件費は直接人件費として計上され、各業務に係る施工管理費や電子成果
品作成費、その他原価等の算出対象に含まれると考えてよろしいでしょうか。

各業務に係る施工管理費や電子成果品作成費、その他原価等の算出対象に含
まれます。

11
積算条件
諸経費率について、各業務の諸経費率は「令和5年度版治山林道必携 調査・測量・設計編」のも
のを使用されているでしょうか。ご教示ください。

「令和5年度版治山林道必携 調査・測量・設計編」を使用しています。

12
積算条件
測量作業に含まれる、機械経費及び精度管理費の算出対象となるのは、外業人件費と内業人件
費の合計と考えてよろしいでしょうか。

外業人件費と内業人件費の合計を計上しています。


